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水問題の解決

鯨
覇

国
際
的
取
組
み
で
提
言

外
務
省
の

「水
に
関
す
る
有
識
者

。
実
務
者
検
討
会
」
は
昨
年
末
、

「安
全
・安
心
て
快
適
な
水
循
環
社
会
の
実
現
の
た
め
に
」

と
題
す
る
、

わ
が
国
の
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
そ
の
他
の
国
際
的
取
組
み
に
向
け
て
の
提
邑
を
ま
と
め
た
。

メ
ン
バ
ー
は
別
掲
の
通
り
。

昨
年
秋
、

３
回
に
わ
た
り
検
討
会
を
開
催
し
、

わ
が
国
第

一
線
の
水
分
野
の
専
門
家
、

お
よ
び
水
行
政
各
部
門
の
実
務
者
の
視
点

か
ら
、

今
後
の
水
と
衛
生
分
野
に
お
け
る
国
際
的
な
取
組
み
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
、

そ
の
結
果
を
集
約
し
た
。

安
全
な
飲
み
水
や
適
正
な
衛

生
施
設
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い

人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
全
世
界
の
５

分
の
１
、

５
分
の
２
も
存
在
し

て
い
る
と
い
う
水
の
安
全
保
障

に
関
わ
る
現
状
や
、

気
候
変
動

の
水
資
源
へ
の
影
響
な
ど
今
後

懸
念
さ
れ
る
問
題
点
の
数
々
を

指
摘
し
た
上
で
、

早
急
な
対
策

の
実
施
に
向
け
て
先
進
国
、

特

に

「Ｇ
８
参
加
国
の
主
導
」
を

強
調
。

そ
の
戦
略
方
針
と
具
体

的
な
行
動
に
関
す
る
提
言
を
ま

と
め
て
い
る
。

戦
略
方
針
で
は
、

特
に
Ｇ
８

参
加
国
は
、

水
に
起
因
す
る
間

題
を
最
優
先
課
題
の

一
つ
と
し

て
国
際
社
会
が
認
識
す
る
こ
と

を
促
し
、

そ
の
影
響
や
被
害
を

回
避
あ
る
い
は
軽
減
す
る
た
め

の
施
策
を
自
ら
の
取
組
み
の
み

な
ら
ず
、

開
発
途
上
国
と
の
連

携
の
下
で
速
や
か
に
実
施
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
上

で
、

「そ
の
実
現
に
は
水
に
関

す
る
問
題
を
実
務
者
の
課
題
か

ら
政
策
決
定
者
の
課
題
に
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、

先
進

国
、

な
か
ん
ず
く
Ｇ
８
参
加
国

の
首
脳
お
よ
び
閣
僚
は
、

水
に

関
す
る
現
状
、

課
題
を
正
し
く

認
識
し
、

政
治
主
導
に
よ
り
課

題
解
決
に
向
け
た
取
組
み
が
推

進
て
き
る
よ
う
互
い
に
働
き
か

け
て
い
く
べ
き
で
あ
る
」
と
し

て
い
る
。

ま
た
、

ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
実

施
計
画
で
合
意
さ
れ
た
統
合
的

な
水
資
源
管
理

（
Ｉ
Ｗ
Ｒ
Ｍ
）

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
、

こ

の
関
連
て
日
本
が
２
０
０
６
年

に
発
表
し
た
水
と
衛
生
に
関
す

る
拡
大
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ

・

イ
エ
シ
ア
テ
ィ
ブ

（
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｉ
）
を
歓
迎
し
、

同
様
の
取

組
み
を
Ｇ
８
参
加
国
が
推
進
す

べ
き
こ
と
。

第
１
回
ア
ジ
ア

・

太
平
洋
水
サ
ミ
ッ
ト
で
の
首
脳

レ
ベ
ル
の
努
力
を
支
持
し
、

水

問
題
を
国
家
を
越
え
た
重
要
課

題
と
し
て
捉
え
、

開
発
途
上
国

が
地
域
特
性
に
適
し
た
方
法
で

解
決
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、

よ
り
積
極
的
な
支

援
を
果
た
す
こ
と
を
約
束
す
べ

き
で
あ
る
な
ど
、

国
際
的
な
枠

組
み
を
踏
ま
え
た
取
組
み
の
強

化
も
必
要
と
し
た
。

具
体
的
行
動
の
提
言
で
は
、

「先
進
国
、

特
に
Ｇ
８
参
加
国

は
自
国
に
お
け
る
技
術
開
発
や

社
会
的
普
及
を
推
進
し
、

水
問

題
の
中
で
も
ミ
レ
エ
ア
ム
開
発

目
標
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
安
全

な
水
の
供
給
と
衛
生
改
善
に
優

先
的
に
取
組
み
、

途
上
国
が
目

標
を
達
成
で
き
る
よ
う
支
援
を

行
う
べ
き
で
あ
る
」

「そ
の
た

め
に
は
、

ハ
ー
ド
面
の
施
設
整

備
や
老
朽
化
施
設
の
更
新
お
よ

び
そ
の
維
持
管
理
と
法
制
度
や

経
営
等
の
ソ
フ
ト
面
、

加
え
て

こ
れ
ら
を
担
う
ソ
フ
ト
面
の
人

材
の
育
成

・
能
力
開
発
や
組
織

強
化
の
両
輪
が
重
要
で
あ
る
」

と
指
摘
、

以
下
の
柱
を
挙
げ
て

い
る
。

▽
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
の
高
い

水
処
理
技
術
、

造
水
技
術
、

浄

化
技
術
の
開
発
▽
膜
な
ど
を
用

い
た
水
の
循
環
再
生
利
用
、

漏

水
防
止
対
策
、

節
水
家
電
、

節

水
農
業
の
普
及
な
ど
節
水
社
会

の
実
現
▽
集
合
処
理
施
設
、

分

散
型
処
理
施
設
、

個
別
処
理
施

設
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
た
、

地
域
に
と

っ
て
最
適
な
汚
水
処

理
施
設
の
普
及
▽
成
果
や
効
率

を
示
す
指
標

（
Ｐ
Ｉ
）
を
活
用

し
た
業
務
改
善
の
推
進
、

組
織

の
強
化
に
よ
る
飲
料
水
供
給

・

下
水
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上

な
お
、

提
言
に
続
く
第
２
部

で
は
、

実
務
者
と
し
て
想
定
さ

れ
る
施
策
ア
イ
デ
ケ

が
列
記
さ

れ
て
お
り
、

水
道
関
係
の
提
案

が
目
立

っ
て
い
る
。

【検
討
会
メ
ン
バ
ー

】

○
有
識
者
＝
▽
沖
大
幹
東
京

大
学
生
産
技
術
研
究
所
教
授

（
共
同
座
長
）
▽
中
山
幹
康
東

京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
世
科

学
研
究
科
教
授

（
同
）
▽
滝
沢

智
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研

究
科
教
授
▽
渡
還
紹
裕
総
合
地

球
環
境
学
研
究
所
教
授
▽
吉
村

和
就
グ
ロ
ー

バ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー

・
―

ジ
翻
刺
朝
測
甥
『

○
実
務
者
＝
▽
外
務
省
▽
文

部
科
学
省
▽
厚
生
労
働
省
▽
農

林
水
産
省
▽
経
済
産
業
省
▽
国

土
交
通
省
▽
環
境
省
▽
国
際
協

力
銀
行
▽
国
際
協
力
機
構


